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▲2018年8月3日　埼玉新聞

無所属県民会議NEWS
「無所属県民会議」は、７名の無所属議員で構成する会
派です。わたしたちは政党の枠にとらわれず県民本位
の視点に立ち、郷土・埼玉の持続的発展を志す「たたか
う政策集団」です。全員が市・町議会議員の経験を有す
ることから、積極果敢に県政改革を実行しています！

会派メンバーの紹介
鈴木 正人 ( すずき まさと )
志木市
警察危機管理防災委員
危機管理・大規模災害対策特別委員
図書室委員

醍醐 清 ( だいご きよし )
朝霞市
県土都市整備委員
自然再生・循環社会対策特別委員

岡　重夫 ( おか しげお )
白岡市・宮代町
企画財政委員
地方創生・行財政改革特別委員

井上　航 ( いのうえ わたる )
和光市
総務県民生活委員
経済・雇用対策特別委員

石川 忠義 ( いしかわ ただよし )
久喜市
議会運営委員
産業労働企業委員
少子・高齢福祉社会対策特別委員

並木 正年 ( なみき まさとし )
鴻巣市
環境農林委員
公社事業対策特別委員

大嶋 和浩 ( おおしま かずひろ )
熊谷市
文教委員
人材育成・文化・
スポーツ振興特別委員
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12月定例会では、昨年9月定例会に私たち会派が
紹介議員となり提案した「政務活動費の支出を証明する領収書
のインターネット公開を求める請願※」が6度目の継続審査（先
送り）となりました。注目すべきはこれまで継続審査に同調してい
た「無所属改革の会」も公開を求める立場に変わったことです。こ
れで継続審査を主張しているのは自民党県議団だけとなりました。

１２月定例会では、批判の強まっていた妊婦加算について、自民党・公明党を除
く４会派で「妊婦加算の自己負担を解消するよう国へ意見書提出を求める請願」を共同で提
出しました。審査の結果、厚生労働省で正に制度の見直しを検討していることから、意見書の
提出という手続きは行わないが、願意を考慮して「趣旨採択」となりました。

「請願」…県民が県政についての要望事項等を議会で審査するよう求めること。請願を提出するには「紹介議員」となる県議が必要。

●公金納付のキャッシュレス化の導入
●知的障害者の県庁職員への採用
●県道における道路冠水対策の強化
●障害者グループホーム建設費補助の創設
●熊谷スポーツ文化公園の人工芝化
●農業普及支援員の増員
●浦和美園地区への大学付属病院の早期開設に向けた事業推進
●生物多様性緑化推進マニュアルの作成　など

　　 県民こそが主役の
県政、そして県民幸福のための行
政を願い、県政全般に関わる事項
301項目、各地元要望247項目、
合計548項目の予算要望書を
提出しました。特に平成31年度予
算にあたって「教育への重点投
資」を求めました。

主な要望事項一例
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「ブロック塀の安全対策を求める要望書」提出
大阪北部地震で小学校のブロック塀が崩れ、児童１名が死亡した事故を受
け、会派「無所属県民会議」では県立高校などの現地調査を行いました。そ
の上で上田知事と教育長に対して「学校施設及び県有施設におけるブロッ
ク塀等の安全対策を早急に進めることを求める要望書」を提出しました。そ
の後、県有施設や学校施設における対応は徐々に進み、上田知事が会長を
務める「全国知事会」としても国に対し要望活動が行われました。

この夏全国No.1の気温41.1℃を
記録した埼玉だからこそ！ 「更なる
暑さ対策を求める要望書」提出
この夏の気象庁が「災害」と称する暑さを受け、県民会議では「多様な分野における
更なる暑さ対策の推進を求める要望書」を上田知事に提出しました。

この４年間を振り返ると賛否の
分かれる議案・意見書・決議が
増えてきました。同じ可決でも
「全会一致」と、反対する会派も
あった「賛成多数」での可決は
大きく異なります。そこで「県議
会だより」を見た際、賛否が分
かれたどうか一目でわかるよう
に紙面の変更を県民会議から
提案・実現しました。

改選前に行われる「定数削減」の検討会では、どの会派よりも踏み込んだ「定
数6減」を提案。自民・公明等が「現状維持」を主張したため、他の会派と協力し、
本会議において「定数2」の条例案を提案しました。（自民党等の反対で否決）

先に紹介した請願の他にも「再生可能エネルギーの活用を増やすことを求め
る請願」「消費税増税中止を求める請願」などの暮らしの安心・安全に繋がる
請願や、議会改革関連では「政務活動費の透明性を今任期中に一層向上させ
ることを求める請願」「すべての請願を県議会ホームページに掲載することを
求める請願」の紹介議員となり、県民の声を県議会へと届けています。

県議会改革が遅々として進まない中でも、自ら出来るところから取り組むのが
私達の流儀です。政務活動費の会計帳簿の自主的公開も各議員のホームペー
ジで順次進めています。

議会に出席した際に支給される「費用弁償※」を交通費の実費
に切り換える条例を提案。実現すれば年間3,900万円の経費削
減に繋がりますが、自民党県議団らの反対により、現時点では成
立には至っていません。

2018年8月1日 
埼玉新聞
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県民目線の議会改革

時の課題にすばやく対応
要望書の提出

要望書提出

現場主義

主な現地調査先

貫く
私たちの活動フィールドは埼玉県全域です。すべての地域
を最前線と考え、選出議員の有無に捉われず全県に責任を
もって活動しています。議会開会中も議案に関わる現地調
査を必ず行っています。

●秩父高原牧場 （東秩父村）
●寄居林業事務所 （寄居町）
●埼玉県生活科学センター （川口市）
●所沢航空記念公園 （所沢市）
●山西省友好記念館 （小鹿野町）
●救急電話相談センター （さいたま市）
●保育士・保育所支援センター （さいたま市）
●総合リハビリテーションセンター （上尾市）
●中央児童相談所 （上尾市）
●埼玉県種苗センター（鴻巣市）
●県立高等技術専門校中央校 （上尾市）
●さいたま文学館 （伊奈町） など

現在の埼玉県議会において、政党のしがらみなく活動し、大きな会派にも
臆することなく正論を発信し続けられる会派は私たちをおいて他にはあ
りません。硬直した埼玉県議会を動かすのは私たちのような
無所属の力と県民の声だと考えています。これからも
「たたかう政策集団　無所属県民会議」を宜しく
お願い致します。

議会としての意見や要望を国や関係省庁に提出する「意見書」の提出に
ついて、現在、自民党県議団が過半数を有していることで他会派の提案
を聞き入れなくなりました。しかし、私たち会派は県民や国にとって必要な
施策については引き下がることなく意見書の提出を求め続けています。

意見書 県民の声に耳を傾け 国への意見書を提案

過去に提案した意見書（一部抜粋）
●地方議会議員の議員年金制度を復活しないよう求める意見書　●天然痘ウィルス等バイオテロ対策の強化を求める意見書
●航空機の運航トラブルの原因究明の徹底と整備点検の強化等を求める意見書
●ヒアリの侵略を阻止するため万全な対策を求める意見書　●有害鳥獣対策の一層の拡充を求める意見書
●核シェルターの早急な整備普及を求める意見書
●地域防災力の向上と災害に強い防災拠点の整備を求める意見書　●高病原性鳥インフルエンザ対策の強化を求める意見書
●高齢者の加齢による自動車運転時の交通事故防止のための施策を進めることを求める意見書
●パチンコ・スロット・公営ギャンブル等ギャンブル依存症に対する具体的な対策を求める意見書
●台湾出身者の戸籍表記の早期是正を求める意見書　●公私混同を防止する政治資金規正法の改正を求める意見書
●「竹島の日」制定を求める意見書　●地方創生に係る政府関係機関の地方移転中止を求める意見書
●豪雨災害による被災者支援の充実を求める意見書　●治水対策の強化を求める意見書
●下水道施設の耐震化と長寿命化の推進を求める意見書　●警察官の増員と警察非常勤職員の拡充を求める意見書

議員立法に向けて、様々なプロ
ジェクトチームを立ち上げ、調査・
研究も進めてきました。今後もそ
の成果を県政に活かします。

プロジェクトチームも活発に活動中

埼玉県
乾杯条例

長期欠席議員
の議員報酬
減額条例

歩きスマホを
なくす条例

実績 1 わかりやすい県議会だより

実績 3 積極的な定数削減を提案

実績 4 県民の声に応え「請願」を提出

実績 5 会計帳簿の自主的公開

実績 2 費用弁償削減条例を提出

※自宅から県庁までの距離別で6,000円、8,100円、
　1万200円の3段階で支給


